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【手続補正書】
【提出日】平成27年10月9日(2015.10.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　利用可能な周波数帯のチャネルマップを無線装置（３４）へ提供するためのシステム（
１０）であって、
　ネットワーク（３２）を介して前記無線装置と通信するためのインタフェース（２４）
と、
　メモリ（１６）に記憶されている周波数リソース機能（１２）を実行するプロセッサ（
１８）と、を有し、
　前記周波数リソース機能の実行により、
　　前記無線装置の１つからチャネルマップの要求を受信（４６）し、
　　前記要求をした無線装置が無線通信に利用可能なチャネルのそれぞれに対して、前記
要求の受信前に前記システムに知られている高出力の保護された送信機（４０）に起因す
る、予測ノイズフロア量を、前記要求をした無線装置の位置に対するパスロスモデルを用
いて、かつ、予測ノイズフロアのそれぞれに対してはプライマリチャネル及び前記送信機
の帯域外放射からの干渉を考慮して、判定（７０）し、
　前記利用可能なチャネルのチャネルマップであって、当該利用可能なチャネル間の相対
的な予測ノイズフロアを示すチャネルマップを、前記要求をした無線装置へ送信（７４）
する、
　ように、前記システムが構成される、
　ことを特徴とするシステム。
【請求項２】
　前記要求は、ホワイトスペースチャネルマップ要求である、
　ことを特徴とする請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記チャネルマップにおける前記利用可能なチャネルは、当該利用可能なチャネル間の
前記相対的なノイズフロアの量を示すために、ノイズフロアが最も少ない方から最も多い
方への順でランク付けされる、
　ことを特徴とする請求項１に記載のシステム。
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【請求項４】
　前記チャネルマップは、利用可能なチャネルのそれぞれに対する判定された前記ノイズ
フロア量を含む、
　ことを特徴とする請求項１に記載のシステム。
【請求項５】
　前記予測ノイズフロア量に寄与する者とみなされる送信機は、前記要求をした無線装置
から所定の距離の範囲内にいる送信機である、
　ことを特徴とする請求項１に記載のシステム。
【請求項６】
　前記予測ノイズフロア量に寄与する者とみなされる送信機は、当該送信機のプライマリ
チャネルにおいて所定の閾値を上回る電界の強さを有する送信機である、
　ことを特徴とする請求項１に記載のシステム。
【請求項７】
　前記予測ノイズフロア量に寄与する者とみなされる送信機は、前記要求をした無線装置
に対する利用可能なチャネルの１つと一致するプライマリチャネルと、前記要求をした無
線装置に対する利用可能なチャネルの上又は下における所定数のチャネル分だけ当該利用
可能なチャネルに隣接するチャネルと、のいずれか１つを有する送信機である、
　ことを特徴とする請求項１に記載のシステム。
【請求項８】
　考慮される送信機のそれぞれに対して、その送信機のプライマリチャネルと、前記プラ
イマリチャネルの上又は下における所定数のチャネル分である隣接チャネルに対する帯域
外放射とにおける、当該送信機に対する干渉の寄与を特定し、利用可能なチャネルのそれ
ぞれに対して、それぞれの送信機からの対応する前記干渉の寄与を合計することにより、
予測の前記干渉が判定される、
　ことを特徴とする請求項１に記載のシステム。
【請求項９】
　センシングされた干渉データが利用可能なチャネルのそれぞれに対して、前記システム
は、前記センシングされた干渉データを、それぞれの送信機からの前記干渉の寄与の前記
合計にさらに含める、
　ことを特徴とする請求項８に記載のシステム。
【請求項１０】
　利用可能なチャネルのそれぞれに対する前記予測ノイズフロア量は、前記要求をした無
線装置のアンテナ特性に応じて調整される、
　ことを特徴とする請求項８に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記送信機のプライマリチャネルに対する前記干渉の寄与は、パスロスモデルと、前記
送信機と前記要求をした無線装置との間の距離とを用いて判定される、
　ことを特徴とする請求項８に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記送信機のプライマリチャネルに隣接するチャネルに対する前記干渉の寄与は、前記
送信機のプライマリチャネルに対する前記干渉の寄与を前記プライマリチャネルからのチ
ャネルの数に対応する所定量だけ低減することにより判定される、
　ことを特徴とする請求項１１に記載のシステム。
【請求項１３】
　利用可能な周波数帯のチャネルマップを無線装置（３４）へ提供する方法であって、
　前記無線装置の１つからチャネルマップの要求を受信（４６）し、
　前記要求をした無線装置が無線通信に利用可能なチャネルのそれぞれに対して、前記要
求の受信前にシステムに知られている高出力の保護された送信機に起因する、予測ノイズ
フロア量を、前記要求をした無線装置の位置に対するパスロスモデルを用いて、かつ、予
測ノイズフロアのそれぞれに対してはプライマリチャネル及び前記送信機の帯域外放射か
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らの干渉を考慮して、判定（７０）し、
　前記利用可能なチャネルのチャネルマップであって、当該利用可能なチャネル間の相対
的な予測ノイズフロアを示すチャネルマップを、前記要求をした無線装置へ送信（７４）
する、
　ことを含むことを特徴とする方法。
【請求項１４】
　前記要求は、ホワイトスペースチャネルマップ要求である、
　ことを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記チャネルマップにおける前記利用可能なチャネルは、当該利用可能なチャネル間の
前記相対的なノイズフロアの量を示すために、ノイズフロアが最も少ない方から最も多い
方への順でランク付けされ、又は、前記チャネルマップは、利用可能なチャネルのそれぞ
れに対する判定された前記ノイズフロア量を含む、
　ことを特徴とする請求項１３に記載の方法。
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